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英文誌 46巻 3号掲載論文和文要旨

三室守¥玉井尚登村上明男¥渡辺正勝¥恵良田真由美ぺ渡辺信…司徳富光恵"“¥山崎巌…“:

クリプ卜藻 Cryptomonassp (CR-1)の光合成色素系における励起エネルギーの流れの複数の経路

クリプト藻 CI}伊tomonassp (CR-l)におけるエネルギー移動経路を定常状態での蛍光スペクトルと時間分解ス

ペクトルにより解析した。Cryptomonassp (CR・1)はクロロフィル (Chl)a， Chl C2' カロテノイド，そしてクリプト

藻フイコエリトリン(Cr-PE565)を含み，最後の色素はチラコイド膜のルーメン側に位置することが知られている。

色素の分光学的な不均一性が蛍光スペクトルから明らかにされた。 -196'Cでは少なくとも 5つの蛍光帝が分離さ

れた。 ChlC2' カロテノイドは独立に共通の Chla (Chl a663)にエネルギーを渡し， Cr-PE565は別の吸収帯を持つ

口叫 (αUa682)に渡す。 αIC2はカロテノイドから Chlaへのエネルギー移動の中間体になってはおらず，これは

他の緑藻や褐藻で観測される現象と共通である。Chla663 ， Chla682は光捕集性クロロフィルタンパク質 (LHCmに

存在し，したがって，エネルギーは LHcn上の Chla682に集められると考えられる。 Cr-PE565内でのエネルギ一

転移回数は少ないと考えられる。それは時間に依存した蛍光スペクトルのレッドシフトが小さいことから明らか

である。光化学系 n(PSmのコアアンテナでは，ふたつの蛍光極大が688，696 nmに観測される。前者は低温

でのエネルギーの集積場所と考えられる。低温による大きなレッドシフトは LHcn上の Chla682とpsnのコア

アンテナ上の口叫 a688との聞の平衡関係で説明することができる。生理的温度で Chla682からの発光が観測され

ることはこの藻の特異な性質ということができる。この特徴は水溶性のペリデイニンークロロフィルタンパク質

をチラコイド膜のルーメン側に持つ渦鞭毛藻でも報告されている。したがってこのアンテナ系の特異な性質はル

メン側から結合する LHcnを持つ生物に共通かもしれない。我々はスペクトルデータに基づいてクリプト藻

のpsnの分子構築とエネルギー転移経路に関するモデルを提出した。(事制4-8585岡崎市明大寺町西郷中38基礎

生物学研究所 "662・8501西宮市上ヶ原 l番町 1-155関西学院大学理学部， "'305-0053つくば市小野川 16-2地

球環境フォーラム・305-0053つくば市小野川 16-2国立環境研究所 .....305・8602つくば市観音台2-1-2農業生

物資源研究所，向山060-0810札幌市北区北 13西8北海道大学工学部)

Rufus H. Thompson. and Oaniel E. Wujek.. :賛金色藻綱の新属・新種 Chrysocapsopsisrupico伺

新属・新種の Chrysocapsopsisrupicola (黄金色藻網)を記載した。本藻は Chrysocapsaやそれに近縁な

白 rysocapsellaやTe帥 chrysisとは悶ーの生活史中に着生性とプランクトン性の両方の形態をもつことで区別され

る。生殖は発芽によるもので，それによりゼラチン質の固まりの中で不規則な枝を形成する。各母細胞から4個

以上の不動施子が形成される。遊走細胞は観察されなかった。('DepartmentofBotany， University ofK幽 as，Lawrence， 

Kansas 66045， "Dep訂回巴ntof Biology， Cen廿alMichigan University， Mt Pleasant， Michigan 48859， USA) 

Ciro Cesar Zanini Branco. and Orlando Necchi Jr:. 南部ブラジルの熱帯地域の小川における2種のカ工卜

フォラ科植物(カエ卜フォラ目，緑色植物門)の微小ハビタットと形態変異

Chaetophora elegans (Ro血)C. Agardhの2つの個体群と Stigeω，Joni聞 helveticumVischerの2つの個体群の微小

ハピタットと形態変異について，プラジル南部のサンパウロ州の小川において調査した。今回調査した種聞では

異なる分布パターンが示された。C.elegansの個体群は比較的狭い微小ハピタット条件(高光強度，浅い水深，中

程度から早い流れ，岩の基質そして低いニッチ幅の値)のもとで分布しており，さらに形態的(コロニーの直径，

主軸の細胞サイズ，頂端枝の数)にも変異はほとんと濃かった。 S噌αlColoniumhelveticumはより多様な微小ハピ

タット下に出現し，このことは藻類の有無に関わらずサンプリング単位聞で有意な差がなかったことやより広い

ニッチ幅の値によって示されている。しかしながら，形態変異(植物体の長さ，主軸細胞と側枝の細胞の大きさ)

は比較的少ないことが示されているoC. elegansの生育可能な微小ハピタット条件の狭さと小さいニッチ幅は，調

査値の小川やサンパウロ州の他の場所において本種が低い優占度(%被度)しかもっていない事実の説明となる。
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一方，S. helvetic聞は生育可能な微小ハピタット条件がより変化に富んでおり，ニッチ幅も広い。このことはこ

の緑藻が調査地において撹乱の少ない環境から高度に撹乱された環境にまでおよぶ，より多くの水園生態系で生

育可能であることを示唆している。本研究の結果は S.helveticumがゼネラリスト種であることを示している。

(FIRP， Blology Depar加巴nt，R. Yvette G. Atique， 45， 15但5-4∞，S. Jose do Rio preω，SP， Brazil， Sao Pa叫oSta飽 U凶versity，

Bo刷 yDe阿国ent，C.P. 136， 15∞1-970， S. Jose do Rio Preto， SP， Brazil) 

A. Q. Hurtado-Ponce， E. A. J. Chavoso and N. P. Parami:フィリピンCulasAntique， Mararison島における

海藻および海草の資源の評価

Cul鎚iA凶 queのMararison島の海藻および海草を 1年間以上にわたり， 2か月毎にサンプリングをおこない， 7 

つのステーションにおける種構成，分類群の類似度，バイオマス(乾燥重量gm・2)を評価した。全部で45種類

が同定され，そのうち 17種が緑藻， 7種が褐藻， 15種が紅藻， 1種が藍藻そして海草類が5種であった。いくつ

かの紅藻類と Syringodiumisoetifolium (Ascherson) Dandyを除くと，ステーシヨン聞の出現種の違いは大きくはな

かった。しかしながらサンプリング時期の違いによる差は大きかった。ステーション間での種の一致度を調べた。

最も高い一致度付0)は五月に見られ，最も低い一致度 (22)は7月に見られた。種の多様度が高いのは乾期の

3月から 5月であり，種の多様度が低いのは湿潤期の7月から 9月であった。最も現存量の大きかった種は，

Sargassum polycystum C. Ag釘曲 (399gm勺(褐藻植物門)， Dictyosphaeria cavernosa (Forsskal) Borg蹴 n (43.1 g 

m勺(緑色植物門)， Acanthopeltisjaponica Okamura (97.2 g m.2) (紅色植物門)， Thalassia hemprichii (Ehrenberg) 

Ascherson (1370 g m勺であった。褐藻植物門は3月に豊富で，緑色植物門と紅色植物門が5月に，一方海草類

は9月に豊富であった。 2種の褐藻類， 9種の緑藻類， 5種の紅藻類は乾期にのみ出現した。すべての海草類は年

聞を通して生育が確認された。ほとんど (39/45)の海藻類が海草類と関わりをもって生育していることが示され

た。 Mararison島に置いては海藻の種数は海草のそれよりはるかに多いが，バイオマスでは海草類が断然多い。

(Aquac叫附D柳田.en，South-East Asian Fisheries Development ce附 r，Tigbauan， Iloilo 5021， Philipp蜘)

吉田吾郎・有馬郷司・寺脇利信:アカモク‘秋季成熟タイプ'の成長・成熟と‘春季成熟タイプ'との比較

瀬戸内海・広島湾において，褐藻アカモクの秋季成熟個体群の成長と成熟時期とを調査した。得られた結果を

春季成熟タイプの結果と比較し，アカモクの生態的な特性について論じた。秋季成熟個体群の周年の生活史を藻

体長の日間増加量から，1期(12-5月;日間増加<O.lnunf日)，n期 (5-9月;日間増加=0.3・1.ωnm/day)，m期 (9・

12月;日間増加>1伽町n/日)，IV期(12・3月;枯死流失期)の4期にわけた。生殖器床の形成は 11月から観察

され，配偶子の放出は 11月から 2月まで見られた。一方，春季成熟タイプは4月に萌芽し，秋季成熟タイプより

も速やかな初期成長を示した。秋の急速な藻体長の増加は両成熟タイプで共通していたが，春季成熟タイプは冬

季も成長を続けた。春季成熟タイプの生殖器床の形成は2月に始まったが，配偶子の放出は4，5月まで見られ

なかった。両タイプの生活史のパターンの違いは冬季の過ごし方にあった。すなわち，秋季成熟タイプはゆっく

りと成長しながら発芽体で過ごすのに対し，春季成熟タイプは成体として過ごし，春の配偶子放出に備えていた。

(739・0452広島県佐伯郡大野町丸石2・17・5水産庁南西海区水産研究所、現:瀬戸内海区水産研究所)

長里千香子・本村泰三・市村輝宜:Cutleria cylindrica (異形配偶子接合)の受精における雌性配偶子由

来の中心子の選択的消失:褐藻類における中心子の父性

遺伝は普遍的な現象である異形配偶子接合を行う褐藻ムチモ(白tleriacylindrica Okamura)の受精並びに雌性配偶

子の単為発生における中心子(セントリオール)の挙動について蛍光顕微鏡と電子顕微鏡を用いて観察を行った。

受精直後，抗セントリン抗体で標識される 2組のドットが，雄核と雌核の近傍にそれぞれ観察された。受精後6

時間では核融合した後に， 2組の抗セントリン抗体陽性ドットの中で l組のドットの蛍光が弱くなり最終的には

消失した。このように，正常に核融合を行った接合子においては雌性配偶子由来あるいは雄性配偶子由来の中心

子のどちらが消失したのかは不明である。しかしながら，核融合をしていない接合子において，抗セントリン抗

体により顕著に示されたドットは，凝縮している雄核の近傍に観察された。つまり，ムチモにおいては発生過程

で雌性配偶子由来の中心子が選択的に消失したと考えられる。また，電子顕微鏡による連続切片の観察からも接
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合子における中心子の父性遺伝は明らかになった。従来報告されている卵生殖と同形配偶子接合を行う褐藻類の

グループと合わせて，今回の研究から褐藻類においては中心子の父性遺伝は普遍的なものであると考える。 (051・

∞03室蘭市母恋南町1・13北海道大学理学部附属海藻研究施設)

平岡雅規.・榎本幸人...アナアオサ(アオサ目、アオサ藻鋼)の生殖細胞形成誘導

アナアオサ藻体をディスク状に打ち抜き、滅菌海水中、 20'C、明期/暗期=12時間112時間、白色蛍光灯100μ

molphoωnsm・2S-Iの条件で培養して、藻体ディスクに同調的に生殖細胞形成を誘導した。生殖細胞はディスクが

切り出されてから 2もしくは3日目の午前中に成熟したディスクから放出された。成熟率はディスクのサイズと

切り出される母藻体部位に左右された。藻体縁辺部分から切り出された直径0.9mmの小さなディスクは90%以上

の成熟率で成熟が誘導された。ディスクを母藻と一緒の容器で培養すると、成熟が起こらなかった。栄養藻体

に成熟抑制物質の存在が示唆された。(‘99・3125愛媛県伊予市森728 (株)マリン・グリーンズ， **656-2401兵庫

県津名郡淡路町岩屋3∞0・176)

ll22tileal 英文誌 46巻4号掲載論文和文要旨

堀口健雄・.江端順子..: Stylodinium littorale (渦鞭毛藻網)の微細構造，特に柄および柄形成複合体の繕造

について

海産の不動性単細胞渦鞭毛藻Stylodiniumlittoraleの微細構造について，特に柄と柄形成複合体 (apicalstaIk. 

∞mplex)の構造に着目して調査した。この渦鞭毛藻は不動相と遊泳相を生活環中で繰り返す。不動細胞は長くて

明瞭な柄をもっ。柄は円筒状の主部と基部からなり，これは鎧板(頂孔板)にしっかりと結合している。柄の基

部付近は中空となっており切片像ではその部分はv-字状を呈する。 v-字部分の空間は突き出した頂孔板によっ

て裏打ちされている。柄形成複合体は遊走細胞中に存在し大きな頂孔板と粘液質の柄形成物質からなる。頂孔板

は細胞内部にくぼむが，その中心部は外側に向かつて管状に突き出している。粘液質の柄形成物質はこの鎧板と

鎧板外膜との問に貯蔵されている。頂孔板の管状に伸びた部分は一般の渦鞭毛藻の頂孔に相当し，その内側は電

子密度の高い物質で満たされている。本主の柄形成複合体の構造を唯一複合体の構造が知られているBysmatrum

Brenicolaの相同な構造との比較をおこなった。一般的な微細構造の調査の結果によればS.li伽 ，raleの細胞構造は一

般の渦鞭毛藻のそれと同じであった。(・'060・0810札幌市北区北10条西8丁目北海道大学大学院理学研究科，輔380・

0871長野市西長野信州大学教育学部)

Anika S. Mostaert・.Ulf Karsten" .原慶明.“・渡辺信..海産ラフィド藻の色素と脂肪酸:化学分類の再

評価

海産ラフイド藻の入手可能な7種 (11株)の光合成色素と脂肪酸の組成を決定し，化学分類の指標として用い

た。解析には現在認識されているすべての海産ラフイド藻 (Chattonella，Fibrocapsa， Heterosigma， Olis幼叫iscuse 

Haramonas)を用いた。特徴的な色素組成として，クロロフィルaクロロフィルc1とら(あるいはいずれか一方)， 

主要なカルチノイドとしてフコキサンチン，その他s，f'rカロチンそして，少数派のカロチノイドとしてゼアキ

サンチン，ピオラキサンチン，オーロキサンチン様の色素が見られた。調査したすべての海産ラフイド藻の属で

カロチノイドの組成は，Fib民間!psaとHar富monasが，それぞれフコキサンチノールと 19・.プタノイロキシフコキサ

ンチンを持つ以外は，共通であった。フコキサンチンに加えて，これらのフコキサンチン誘導体は2種を区別す

る化学分類に使える可能性をもっている。 11株全てにおいて， 15種類の脂肪酸(飽和，モノ不飽和そしてポリ不

飽和)が決定された。それらの脂肪酸組成は属聞での分類学相違点を反映するものであった。形態学的な特徴に

加えて，Olisthodiscusで18:4を欠くこと， He飽rosigimaで18:5，Fibrocapsaでフコキサンチノールそして血ramonas

で19・-プタノイロキシフコキサンチンをもつことが，属の定義のための主要形質の 1つとなるだろう。
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(・305・0053つくば市小野川 16-2国立環境研究所， 00 Alfred Wegener Institute for Polar and Marine Research， 

Bremerharven D・27515，Germany 000990-8560山形市小白川 1-4・12山形大学理学部生物学科)

花方f言孝軽部征夫¥千原光雄¥PaulC. Silvaooo: Chlorel伺の楕円形種の分類学的再考察と Wa飽nabea属
の創設

日泊gsheimによって 1939年に単離されαuorellasaccharophila骨量.ger)Migulaと同定されたCCAP211肺株から

の派生株である SAG211・9bとIAMC・211株を光学顕微鏡および電子顕微鏡によって観察した。両株の形態は基

本的に同じであるが，長補円形但型)および卵形から球形(S型)の細胞が観察された。両型の細胞とも細胞壁は

一層から成り，表面は平滑である。若い細胞の葉緑体はこね鉢状あるいは皿状で，縁は滑らかである。一方，成

熟細胞の葉緑体は帯状あるいは盃状で，深い切れ込みを有している。チラコイドラメラの重なりはゆるく，また，

葉緑体にはピレノイドがない。 E型細胞は8・16個， S型細胞は2-4個の自生胞子を形成する。このような形態的特

徴はピレノイドを有し，ひとつの型の細胞形をもっC.saccharophilaとは異なる。細胞壁が一層でピレノイドを持

たず，異なる 2つの型の細胞形をもっCh10rella類似の諜が所属する既知属がないので，新属 Wa蜘 abea(タイプ種

W. reniformis)の創設を提唱する。(・153-8904 東京都目黒区駒場4-6・1東京大学先端科学技術研究センター， 00260・

8682 千葉市中央区青葉町955-2千葉県立中央博物館， oooHerbarium， U凶versityofCa1出国a，Berkeley， Ca1ifornia 

94720・2465，USA) 

阿部剛史・.糟国道夫・.111口栄男"・香村民徳山:ソゾノハナ(紅色植物門，フジマツモ科)の分類学的ノー

ト

紅藻ソゾノハナLaurenciabrongniar百'iJ.Ag紅白(イギス目，フジマツモ科)は既知の特徴に加え，(i)各栄養中軸

細施から周軸細胞が4個ずつ形成されること ;(ii)サクランポ小体が表面細胞あたり 2または3個，毛状枝細胞あ

たり 1個存在すること;(iii)四分胞子嚢を生じる周軸細胞(第四)が，稔性中軸細胞あたり 1個ずつ形成されるこ

と;(iv)四分胞子畿の配列が垂直型と並行型の中間的であること;(v)2細胞からなる雌性毛状枝末節の，最後に形

成される(第五)周軸細胞からプロカルプが生ずること;および(vi)不動精子護核が末端に位置することにより特

徴付けられる。四分胞子嚢を生じる周軸細胞が稔性中軸細胞あたり 1個だけ形成される点で，本種はLaurencia

s畑出sNam et Saitoと類似する。(・06ふ0810札幌市北区北 10条西8丁目 北海道大学大学院理学研究科生物科学

専攻f・812・∞'53福岡市東区箱崎6・10・1 九州大学農学部水産学科， 000903・0129沖縄県中頭郡西原町字千原1 琉

球大学理学部海洋自然学科)

楢国道夫・上井進也・小亀一弘:Odonthalia floccosa (紅色植物門，イギス目)の培養下での発達形態

紅 藻 印'on的aJia11，∞'cosa (Esper) Fa1kenberg (イギス目，フジマツモ科)をカリフォルニアから採集し，室内培

養を行い，生活史を完結させた。四分胞子は二極性の発芽体となり，色のうすい仮根部と色素体に富む直立都に

分化した。発芽体は先端から扇平となり，先天的に主軸と融合した側枝を規則正しいこ列互生配列で形成した。こ

れらの四分胞子発芽体は雌雄異株の配偶体になった。雄性配偶体は3または4個の単列の基部セグメントをもっ

特殊に分化した稔性小枝(雄性毛状枝)に多数の不動精子嚢を形成した。雌性配偶体は分校しない雌性毛状枝の

基部の上にあるセグメントに1個のプロカルプを形成した。嚢呆は雄性配偶体と一緒に培養した雌性配偶体上に

発達した。果胞子は四分胞子体に発達した。四分胞子嚢は 12-45個の連続した成熟セグメントのそれぞれで3番

目または4番目の周軸細施から形成され， 3個の釜細胞 (2個は側生で 1個は基生)を伴っていた。 O.l1occosaに

おいて不動精子とプロカルプが両方とも成熟毛状枝に形成されることは，これら2つの形質についてノコギリヒ

パ属の種の中でこの藻が最も派生的であることを示している。この種は北太平洋の冷温帯海域に分布するもので

あり，北大西洋の海藻フローラから除くべきである。 (060-0810札幌市北区北 10条西8丁目 北海道大学大学院

理学研究科生物科学専攻)

堀口健雄・.吉田忠生・.長尾学・・.若葉勇"・.横潰康継…:マリモ (Cladophoraaegagropila.緑色植物門)

の葉緑体の微細構造と光照射後の変化
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本研究は，マリモの中心部付近の暗中に置かれた細胞と表面付近の細胞の微細構造を比較したものである。光

の当たらない細胞では光の当たる細胞に比べて，より不規則な形で，かっ大きな葉緑体が少数存在する。暗中に

置かれた葉緑体はデンプン鞘に固まれないピレノイドをもち，さらに非常に厚いグラナ構造をもっ。長期間暗中

に置かれているにも関わらず，これらの葉緑体は小さなデンプン粒をもっ。光を照射すると，それらの葉緑体は

分裂し，小型化し，形態も外層の細胞の葉緑体に似たものに変化していった。 48時筒以内にはすべての葉緑体が

デンプン穎粒を発達させ，ピレノイドもデンプン鞘に囲まれるようになった。このような変化は，光照射した内

層細胞の光合成活性の回復に関する研究結果とよく一致する。(・060・0810札幌市北区北 10条西8丁目北海道大

学大学院理学研究科， "060-0810札幌市北区北 19条西8丁目北海道大学地球環境科学研究科，同085・0215阿寒

町中央町2-4-1阿寒町教育委員会 m ・415・0025下田市5-10・1筑波大学下回臨海実験センター)

川井浩史・.Willem F. Prud・hommevan Reine“:日本産工ゾカシラザキ Stypocaulondurum (褐藻クロガシ

ラ目)の生活史

日本産エゾカシラザキ Stypocaulondurum (Ruprecht) Okamuraにつき，その季節的消長，形態学的観察，異な

る温度・日長条件下での生活史について調べた。本種の直立藻体は一年を通して生育しているが，成熟藻体は冬

にみられた。生殖器官として，単子嚢と二種類の複子嚢(配偶子嚢と考えられる)が別々の個体に形成された。培

養下では単子嚢を生ずる胞子体と，雌雄の配偶子嚢(大配偶子嚢と小配偶子議)を生ずる配偶体の聞で同型の世

代交代を示した。単子嚢の内容物は実際には放出されなかったが，単子嚢内で発芽し，配偶子嚢を生ずる藻体(配

偶体)に発達した。大配偶子嚢からは不動の配偶子(卵胞子)が放出された。小配偶子嚢には鞭毛をもった精子

が形成されたが，放出はみられなかった。これは本種における初めての複子嚢の報告である。今種はヨーロッパ

産の S仰 ocaulonscoparium (L.) Sauvageauと比べると顕著により低温域で成長・成熟したが，北西大西洋産の本

属の種とは近い温度特性を示した。このことは北西大西洋産の種がS.durumであるとの考えを支持するものであ

る。 (*657・8501神戸市灘区六甲台町1-1神戸大学内海域機能教育研究センター， **Rijksherbariu叫Ho巾 sBotanicus， 

Leiden University， P. O. Box 9514， Leiden 2300 RA， The Netherlands) 

Ulf Karsten， Thomas Sawall and Christian Wiencke:熱帯性大型海藻類における紫外線吸収物質の分布のサー

ベイ

中国の海南島の潮間帯およびアメリカ，アフリカ，オーストラリア，日本の熱帯のマングロープ域から得た 13

種の緑藻， 6穫の褐藻， 28種の紅藻について紫外線吸収性のmycosporine様アミノ酸化合物 (MAA)を同定し定

量した。これらの生育場所では一般に高いレベルの天然の紫外線を受けている。本研究によってすべての紅藻類

はいくつかの MAAを含んでおり，これらは天然の日除けの役割を果たしているものと考えられた。調査した種

の中からは8種類のそれぞれ異なる化合物が見つかり，そのうち7つはmycosporine-glycine，shino巾 e，porphyra-

334， pa1y血ine，aste巾1a・330，pa1同血01，pa1 ytheneであった。未知の物質は357nmに吸収極大をもっ。この化合物

の分布は海南島からの 2種の紅藻に限られていた。対照的に，緑藻や褐藻は MAAを含んでいないかまたは痕跡

程度にしか含んでいなかった。文献調査で得たMAAの値を比べてみると熱帯域の紅藻のMAA量は温帯域のそれ

よりも高い傾向があり，これは低緯度地域の強い太陽光に適応した結果であると考えられる。これらのデータは

MAAの順化は生物学的に有害な紫外線に対する自然界の防御システムであることを示している。(AIfredWegener 

Institute for Polar and Marine Rese副 1，AmHand出 h伽




